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統計手法を用いた米の食味向上栽培マニュアルの作成
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1 は じ め に

秋田県と秋田県農協中央会との共同事業により,1991年

から1993年の秋田県産米について農家の栽培管理状況と食

味値 (S社食味計)の調査を行い,統計解析から栽培条件

と食味値の関係を検討した。米の食味は,栽培管理,環境

条件,地理条件等多くの要因が総合的に働いて決定されて

いると考えられる。ここでは,栽培管理要因が食味に及ぼ

す影響を数量化 I類統計解析モデルを用いて解析し,食味

向上のための栽培管理マニュアル作成の基礎資料とした。

2 材料及び解析方法

(0 材料

全県」Aの営農指導員が,収集した「あきたこまち」の

「水稲栽培管理カード添付試料」。内訳は,1991年822点 ,

1992年426点 ,1993年105点の合計1353点であった。

●)解析方法
解析は,灘りに示す数量化 I類統計解析モデルを用い,

米の食味値を目的変数 (外的基導),栽培管理項目を説明

変数 (内的基準)と して行った。
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αjk    :j要 因,kカ テゴリーの評価係数

Xi(jk)=1:(j要因,kカ テゴリーに該当)
=o:(j要 因,kカ テゴリー以外に該当)

jk     :j要 因のカテゴリー数
ni     :評 価の要因数
最初に,「水稲栽培管理カード添付試料J記麒事項のデ

ー

タベースから,栽培管理項目を定性別,連続量別にカテ
ゴ

リーデータ化した。栽培管理項目は,圃場状況,IL4管理 ,

生育状況,施肥管理,水管理,害虫管理及び収穫状況か ?

なり,こ れらから,人為的に栽培管理可能な項目
として21

項目を設定した (表 1参照)。 さらに, 5つ の県内土壌グ

ループ (黒ボク土・灰色低地土・ グライ土・強グライ土及

び泥炭黒泥土)に区分けした。これらを栽培管理項日数21

による数量化 1類統計解析モデルを用いて解析を行った。

この結果から,偏相関係数の極端に低いものは取り除き,

栽培管理項目間の相関係数が高く,明 らかに従属関係の強

いもの (例えば施肥体系と施肥形態,移植～刈取期間と出

穂～刈取期間)についてはどちらかに絞りこんだ。最終の

栽培管理項目数は12で ,カ テゴリー数 tま44～46の条件から

解析結果を得た。

表 1 解析に用いた栽培管理項目

圃場関係

作物

圃場状況

土壌管理

生育状況

市田r村・氏名・住所・電話

品種・苗の種類

土壌統・土壌群・土壌型・土性・整盤

水もち日数・肥料効果・量至

十壌改良資材・査機物資埜

牛藁すき込み。石灰窒素資材

栽植密度・移植～出穂期間

移植γ落水期間・移植～収種期間

出穂期～落水期間・油穂期γ収穫期F85

生育調査 (田植日・出穂日・収穫日及び

各生育時期の生育状況)・ 収量調査

倒伏状況・倒伏軽減剤

施肥管理   施肥体系・筋肥形態・全施肥窒室量
基IPl窒素量・追肥窒素量・追肥時期

水管理    中干し (開始日,終了日)・ 中千状況
溝堀り。落水日

気象・害虫  気象被害・痘虫宣発生
収穫状況   収量・乾燥方法・乾燥条件

注 ==:最 初に統計解析節 つた額瑞官理Zl唄日

3 解析結果及び考察

解析したグライ土及び強グライ上グル
ープについて表 2

に示した。各栽培管理項目数12は ,偏相関係数の高
い1贋に

並べられ,カ テゴリー数は,グライ土グループが45,強グ

ライ土グループが44であつた。 2つの上壌グル
ープとも,

施肥管理の項目についてレンジ,偏相関係数とも高 く,グ

ライ土グループでは基肥窒素量,全施肥窒素量が,強 グラ

イ土グループでは追肥窒素量,追lE時期について偏相関係

最初に統計解析を行った栽培管理21項目
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表 2 食味値に及ぼす栽培管理条件の評価係数

茸頭:り I戦の内容
グライ土グループ 強グライ土グループ

試料数 量:』I レンジ 漫係鰻
':,)- q+&o)^E

試料数 仄製 レンジ 鶉優
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アイテム数12  カテゴリー数45  重相関係数 r=039  アイテム数12  カテゴリー数44  重相関係数 r=o68

数が高いことがわかった。次いで,土壌管理の耕深で偏相

関係数が高く,グライ土グループでは施肥体系,強 グライ

上グループでは出穂～収穫期間の順となり,各土壌グルー

プにより主要栽培管理項目に違いが見られた。

4 ま と め

5つ の土壌グループでみると,食味値と栽培管理項目間

の重相関係数は,039～ 069の値を得た。主要栽培管理項

目は,土壌グループで違いが見られたが,施肥管理の項目

について高い偏相関係数を得る傾向があり,施肥窒素量と

食味値の関係の強いことがわかった。また土壌管理では,

土壌改良資材施用,有機物資材施用及び耕深,水管理では

中千状況,生育状況の生育期間等が上げられた。これらの

解析結果を食味改善マニュアルの作成の基礎資料とした。
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